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私 のスケ ッチ ・ブ ック(15)

環境を商品にする条件

国立民族学博物館助教授

森 　明 子

■包 む

　 ヨーロッパの人が、日本の店で買い物

をした ときに驚 くことはい くつかあ る。

た とえば、店の人が感 じが よいとか、 レ

ス トランに入る とす ぐに水 を持 ってきて

注文を聞いてくれる とか、品物 を買 うと

必 ず包 んで くれるな どであ る。ただ し、

みやげ物を美 しく包むことは喜ばれるが、

トマ トが発泡スチロールとラップで厳重

に包まれていた り、パプリカが一つずつ

ラップで包 まれていた りすることをほめ

るヨーロッパ人は、 まずいないだろう。

　「包 む」 ことは、 日本 の美 しい文化で
　 　 　 　 　 　 　 　 の　し　　　　　　ふくさ

ある。 さまざまな熨斗 袋や、袱紗 を使 う

作法、風 呂敷の多様な使い方 など、 じつ

に奥が深い。その延長上 に、デパー トの

包装紙があって、名のとおったデパー ト

であればあるほど、その包装紙は美 しく

見える。この包装紙は、象徴的な価値 を

担 っているか ら、店員 さんがその包装紙
　 　 　 わざ　　　　りき

で包む技に も力が入 るとい うものである。

　美 しく包装 したものは、た とえその中

身がたい した ものでなくて も、立派な も

のに見える。 この ような トリックが機能

す るとい うことは、かな り高度な文化の

発達 であるこ とを示 している。包装 は、

私たちの 日常的な行動様式の内部 に組み

込 まれている。

　 しか し、包むことを大切 にする日本文

化は、同時 にむきだしで物を持ち歩 くこ

とを忌避する文化 も育てた。必要のない

ものまで包装することに、私たちの商品

文化 の行過 ぎを見てとれる。やは り、 ト

マ トやパ プリカは、山積みにして売 って

いるもののほうが、美 しくておいしそ う

である。

■ リサイ クル容器

　この ような包装の文化 と比較 してみる

と、リサイクル容器はかな り質の異 なる

包装である。洗剤や漂 白剤、シャンプー

や リンスの ことを思い浮かべてほ しい。

これらの商品では、容器は再利用 し、 レ

フィルだけを買うという消費行動が、す

でに定着 したといってよいだろう。

　 リサイクル容器が、包装紙 の包む文化

とどう違 うか とい うと、それは 「むきだ
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し」 を旨とする商法であるからだ。包装

紙の文化 とは、本来包装で しかなかった

ものと、包装 されている内容物 とを一体

化 し、包装がその内容物の価値まで も高

めるものである。それに対 して、リサイ

クル容器 は、容器と内容物を分離可能な

ものとしたところに、実現 している。 も

っとも、容器 を買 うときには、その容器

が もう一度包装 されることにもなるので

はあるが。

　 ところで、 このリサイクル容器 を使 っ

た商法は、環境をうたい文句 として登場

した。環境をうたった商品は、食品の場

合 にも、工業製品の場合 にも、また洗剤

のような化学製品の場合に もある。 どの

ように環境保護に貢献するかは、栽培法

の工夫、成分の工夫、パ ッケージの工夫

な どさまざまである。リサイクル容器の

場合は、容器 を再利用することによって、

資源 を無駄 な く使 うことが環境 に貢献す

ることになる。

　では、 この容器は どの くらいの回数使

えるのだろうか。私の経験では、容器の

耐久力 にはほとんど問題が ない。 この よ

うな商品で、私が 自らの意思で容器 をか

えた経験は今 まで一度だけある。それは

ボデ ィシ ャンプーの容器だ った。私 は、

くたびれるまで容器を使ったことに満足

して、新 しい ものにかえた。

　 ただ し、 この ような例 は他 にはない。

ほとんどの場合、 レフィルを買いたい と

思 うのに、商品のほうが店頭から姿 を消

して しまうのである。別の店舗 を探 して

も見つか らない。姿を消す ときには、地

域の店舗 からいっせいに姿 を消す。ただ

し、いったん姿 を消 した商品が数か月 も

す ると、 どういうわけかまたいっせいに

姿 をあらわした りす る。そんなことを何

度か経験 した。

　望みの品物 を見つけ られなかった消費

者は、 しぶ しぶ別の商品を買 うことにな

るか ら、あとか らまた商品を目にすると、

容器 を捨 てる必要はなかったと、がっか

りさせ られる。 これでは、容器のリサイ

クルといううたい文句が、カモフラージ

ュに使われているといわれてもしかたが

ないだろう。

　別の場合には、商品を少 しだけかえて

い くという商法がある。商品開発は重要

な消費者サービスであるから、そのこと

自体 はおおい にお願 い したい。 しか し、

環境 をうたい文句 にするなら、従来の容

器で利用可能 な方策を講ずるくらいの努

力は してほしい ところだが、現実の商品

開発 は逆向 きで、新パ ッケージを流通 さ

せることをひたすら志向 している。

　正確 なデータを集めているわけではな

いが、私 は、複数の商品で同様の経験 を

している。複数の店舗でその ようなこと

が起 こるのであるか ら、これは計画的な

販売戦略 と理解す るべ きであろう。

■販 売の戦 略

　 リサイクル容器 という商法は、本来す

ぐれた販売戦略であると思 う。環境 をう

たいなが ら、 しっか り継続的な顧客 を確

保するシステムになっている。

　容器の再利用その ものは、環境からみ

て どれ くらいの貢献 を してい るのか は、

明 らかでない。 とい うの も、 レフィル販

売の包装は、た しかに省スペースかもし

れないが、その材質や商品成分、使用量
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の設定等に、工夫の余地はまだあるよう

に思 うか らである。

　 しか し、この商法が もっともす ぐれて

いるのは、消費者が環境に何 かしらよい

ことを している という気持ちを育ててい

ることにある。そのシステムを日本の消

費生活 に取 り込んだことで、この商法は

す ぐれていた。だが、商品流通 を意図的

に断絶 させる販売戦略 をとっているとし

たら、それは顧客がせ っか く身につけよ

うとしている消費行動 を、なしくず しに

してい くものである。それによって、短

期的には新 しい商品の購買数の増加 を期

待で きたとして も、環境を考えた商品 と

いう消費者 を動員する目的は、骨抜 きに

してい くことになる。

■利 潤追求 と環 境保護

　 たかが洗剤の容器のことであるが、こ

のような販売戦略が、広汎 な商品で見 ら

れる場合 、「たかが…」 という表現 はあ

たらない。結局、ゲームのルールがどこ

にあるのか、という問題なのである。

　製品販売は、利潤追求を重要 な要件 と

する。いかに利潤 をあげるかについては

競争原理が働いて、よ りよい商品が競争

に勝つ。そこで重要なのは、何が よい商
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品か という、ゲームのルールである。

　環境保護 を追求 しようとすれば、それ

は最大利益、最小損失によって利潤を追

求する経済の論理 と、基本的に適合 しな

い。 しか し、現代世界では環境 を考慮す

ることがよい商品である、 という考え方

が成 り立つ。その場合、環境だけを考 え

ていては、現代の消費者の快適な生活 は

望めないから、環境 と消費者の便宜の折

合いを、 どこかでつけな くてはならない。

そのラインのつけかたが、生産者、消費

者、流通業者を含んだ多 くの人に了解 さ

れていれば、それはルール となり、ゲー

ムは成 り立つ。

　環境のゲームは、環境そのものがあま

りに茫漠 とした対象であるから、ほとん

ど無限定 といえるほど多い参加者 を動員

した、大規模 なゲームを成立 させなけれ

ばならない。ゲームの成立は、いかにゲ

ームのルールが守 られるか、という一事

にかかっている。

　そのようなルールへの同意は、当然の

ことなが ら、その社会の自然環境や歴史

と適合 している必要がある。つ まり、こ

のルールは、その社会を映 し出す鏡 とい

ってよい。

■消費者の行 動様式

　ただ し、ある社 会 におけるルールが、

一定不変の ものであるというわけではな

い。それは、つねに修正 されなが ら形成

されてい くものである。この修正 を施す

ものは何だろう。

　 もちろん、商品そのものの変化 もその

重要 な要素であるが、ここで私が注 目し

たいのは、消費者の行動様式が変化する



ことである。 したが って、商品開発で興

味深いのは、消費者の行動様式を変革す

るような商品をいかに開発するか、その

可能性である。そのような商品は、消費

者の行動様式を変革 し、やがては、消費

者の思考様式 をも変革する可能性 を潜在

させているからだ。

　 リサイクル容器の商品開発 には、その

ような可能性 を垣間見 るこ とが で きた。

リサ イクル容器は、それを消費者が使い

なが ら、 自らの行動 を再帰的に省察す る

余裕 も商品に して売 っているのである。

　別の例では、生 ゴミ処理機のコンポス

トがある。コンポス トは、使 う楽 しみを

消費者 に与 え、それ によって消費行動 、

ひいては家族生活を変革する可能性を内

包 した商品である。

■環境が商 品 にな るとき

　 この ような目で見た とき、私たちの包

装を大切 にす る文化は、環境 というゲー

ムを、一つのバ リエーシ ョンとして加 え

ることがで きるかどうか、その境 目にい

る、 と理解できるのではないだろうか。

　せ っか く身につけようとしているリサ

イクル容器の再利用 とい う行動様式 を、

これか ら、よ り生産的に展開してい く道

を探 ってい くのか、あるいは短絡的な商

品売込みに軍配をあげてしまうのか。

　 もちろん消費者 は、自らの消費行動 に

よって、 このゲームに、 より積極的に参

加 してい くこともで きる。たとえば、ど

のような商品を求め、 どのような商品を

求めないのか、その意思表示である。

　そのような消費行動の重大 さを、私た

ちは、 日本ハムので きごとから学ぶこと

ができる。企業 を動か し、社会倫理の追

求を貫徹 させ たのは、政治家の発言でも、

政府の決定でもな く、消費者が店舗をま

き込んだ不売運動であった。

　環境のゲームを、商品販売 というルー

ルのうえで展開 しようとするなら、ゲー

ムの基本的なルールに関する合意が、企

業 と、消費者 と、行政と、そ して流通 も

含めた中で、形成される必要があること

は間違いない。

　それは、ある意味では窮屈な世界であ

るかもしれない。二酸化炭素の排出量 を

抑 えるため に、 ヨーロ ッパ の国々では、

市民生活の 自動車や 自転車利用のレベル

にまで介入 して、国 をあげた体制づ くり

を整 えている。それに対 してアメリカは、

産業界の擁護のために、二酸化炭素の排

出量規制に応 じようとしない。

　条約は批准するが、その方策は具体的

にはとっていない 日本が、環境ゲームの

ためのルールを受 け入れる社会になろう

とするのか、あるいはこれまで と同様 に、

産業界 を擁護 してその発展 に将来 を託そ

うとしてい くのか、ち ょうどその岐路 に

私たちは立っているのだ。
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